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　日独同時交流を通じて得られたもの
羽後町スポーツ少年団　菅　　　勉　

　第41回日独スポーツ少年団同時交流事業の地方プログラムにおいて、ドイツ体操ユーゲントは岩手県・青森県を訪れ、

８月２日（土）～８月６日（水）までの４泊５日間、羽後町に滞在しました。

　プログラム初日は、農林業体験交流施設「わか杉」に宿泊し、民泊家族の方々と一緒に歓迎セレモニーに参加しまし

た。初めは緊張した面持ちのように見えましたが、会が進むうちに笑顔も見られるようになり、終わり頃には通訳を介さ

ず日本語や英語を交えて交流を図っていました。２日目の午前は「藍と端縫い祭り」に参加し、家々の前に飾られた端縫

いを見て歩きました。午後からは盆踊り会館にて西馬音内盆踊りを鑑賞した後、実際に端縫いの着付けなどを体験しまし

た。その際、やはり日本の伝統的な衣装は珍しいのか、団員どうしで写真を撮り合う姿が見られました。

　３日目は羽後高校や三輪ミニバスケットボールスポーツ少年団との交流が中心となりました。ドイツ団は羽後高校の生

徒と共に華道・浴衣の着付け・茶道を体験しました。そして、昼食を兼ねたそば打ち体験ではそば粉を練るところから始

め、そばを切るところまで自分達で行いました。自分達の手で打ったそばを食べることができ、ドイツ団の表情も満足気

なものに見えました。また、午後からはディスカッションを行いましたが、事前にアイスブレーキングでミニゲームなど

をしていたため、打ち解けた雰囲気の中、意見交換ができたと感じました。その後、スポーツ少年団も加わり、バスケッ

トボールやドッジボールなど様々なスポーツで共に汗を流しました。

　４日目の午前には西馬音内剣道スポーツ少年団の練習風景、日本刀による演武を見学し、新聞紙を使った素振り練習を

体験しました。指導された通りに新聞紙を綺麗に半分に切ることができると、ドイツ団は驚いた表情を浮かべ、次に喜び

の声を上げていました。午後からは「秋田銘醸　美酒爛漫」の工場を見学。また、ドイツ団から「買い物を楽しみたい」

という希望があったため、途中ショッピングセンターに立ち寄り、自由行動の時間を設けました。そして、さよならパー

ティーでは実行委員会や民泊家族の方々にも参加していただき、羽後町での思い出話に花を咲かせていました。

　今回の日独同時交流は初めての事業ということもあり、準備段階で苦労した点も多々ありましたが、指導者のウヴェさ

んから「今後来日する若者にもこのような有意義な体験をさせて欲しい」という言葉をいただけ、私達にとってもまたと

ない貴重な体験をすることができたと感じました。

　最後に、秋田県スポーツ少年団をはじめ、民泊を引き受けてくださった田代村体験協議会の皆様、羽後高校の先生・生

徒の皆さん、実行委員および各スポーツ少年団の皆様に、この場を借りて厚く感謝申し上げます。ありがとうございました。
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